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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月23日(2016.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　同様に、一般式（ＩＩＩ）で表される各配位子の製造には、当業者に周知である反応条
件下にわずかに変更された合成経路を用いることもできる。すなわち、Ｏｈｋａｎｄａら
の合成（Ｂｕｌｌ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．Ｊｐｎ．１９９３，６６，８４１－８４７）にお
いて、一般式（ＶＩ）で表されるＮ末端保護アミノ酸から出発して、対応するＯ－ベンジ
ル保護アミノヒドロキサム酸（式（ＶＩＩ））が調製されることができ、これは一般式（
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Ｖ）で表される１－２－ジカルボニル化合物との反応及びＯ－ベンジル基の開裂後に一般
式（ＩＩＩ）で表される配位子を形成することができる。この代わりの合成経路において
も、式（ＩＩＩａ）が生じることがある。
【化２１】

Ｂｏｃ＝ｔ－ブチルオキシカルボニル；Ｂｎ＝ベンジル
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　上記表中に結果に示されるように、本発明の実施例１の対応するピラジン化合物は、ヨ
ーロッパ特許公報第０１３８４２０号と同様のピリジン比較化合物と比較して優位に改善
された鉄利用を示す。本発明の実施例化合物２、３、４、５及び１０も、該比較化合物と
比較して改善された鉄利用を示す。
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